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蕨
市
災
害
時
ト
イ
レ
＆

下
水
道
を
考
え
る
会

光
触
媒
な

ど

テ
ー
マ
に
セ
ミ
ナ
ー

安
全
管
理
士
講
習

会
の
参
加
者
募
集

日
本
オ
ゾ
ン
協
会

上
下
水
道
の
父
の
足
跡

江
戸
川
乱
歩
と
バ
ル

ト
ン
の
関
係
を
探
る

ＮＰＯ法人水環境創造機構の講演会が

関西地区の水関係者など約１６０人を集

め、大阪市内で開催され「水事業の新た

な展開」をテーマに、塩路勝久・日本下

水道新技術機構専務理事、坂本弘道・ス

マート水道推進協会会長ら４氏がそれぞ

れの演題で講演した。

冒頭、津野洋会長（京都大学名誉教授）

があいさつを兼ねた基調講演に立ち「環

境施設の今後の展開」と題して、下水道

を始めとする資源循環利用及び資源循環

型社会構築の重要性を指摘した。

塩路専務理事は「下水道事業の現状と

今後の展開―ＰＰＰ／ＰＦＩを中心とし

て―」をテーマに、汚泥の有効利用事業

におけるＰＦＩ／ＤＢＯの実施状況、実

施事例、ＰＦＩ実施における課題、コンセ

ッション方式の概要、包括委託方式との違

い、導入手順、浜松市の事例、国交省など

のＰＰＰ／ＰＦＩ導入のための推進施策な

どについて語った。

藤原拓・高知大学教授は「水環境保全と

価値創造を両立する地域システムは可能

か？」を演題に、自身が取り組んでいるＣ

ＲＥＳＴ研究のねらい・概要（農業地域の

地下水の保全、畜産糞尿からの資源の回

収、農業系廃棄物を宝に変えるなどにより

持続可能な地域社会の創生に貢献）を紹介

したうえ、これまでの研究成果を説明し

た。

大下和徹・京都大学大学院工学研究科都

市環境工学専攻准教授は「下水処理施設と

都市ごみ焼却の連携について」と題して、

わが国の下水処理施設と都市ごみ焼却の連

携（混焼）状況などについて語り、「全国

的に一層の連携を行い、低炭素社会・循環

型社会を見据えた効率的な下水、廃棄物の

処理を目指していくべき」と結んだ。

坂本会長は「水道事業のスマート化につ

いて」をテーマに、協会設立の目的、協会

の概要、スマートメーターの概要、スマー

トメーターを取り巻く水道事業や中央官庁

の動向、導入による直接・間接の効果、導

入コスト、水道技術研究センターの取り組

みなどを紹介し、「スマート化は避けえな

い趨勢にある。設置の規格、問題点、情報

の管理、法制度などの検討が必要」などと

指摘した。

水
道
の
広
域
化
と
官
民
連
携
の
動
き

は
、
待
っ
た
な
し
の
状
況
に
あ
る
こ
と

は
、
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、

様
々
な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
水
道
の

将
来
像
の
中
で
、
な
ぜ
か
ど
の
報
告
書

も
タ
ブ
ー
の
よ
う
に
触
れ
て
い
な
い
項

目
が
２
つ
あ
る
。
そ
れ
は
、
人
材
確
保

と
契
約
に
関
す
る
事
項
で
あ
る
。

ま
ず
、
人
材
確
保
に
つ
い
て
だ
が
、

水
道
の
将
来
像
は
資
金
的
に
行
き
詰
ま

る
の
で
、
広
域
化
・
官
民
連
携
に
進
ま

ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
論
調
だ
が
、
実

態
は
そ
う
で
は
な
い
。
人
が
い
な
い
の

だ
。
人
材
が
確
保
で
き
な
い
か
ら
直
営

作
業
を
あ
き
ら
め
て
や
む
な
く
包
括
委

託
を
す
る
と
い
う
事
例
が
圧
倒
的
に
多

い
。
こ
れ
は
、
水
道
は
会
計
が
地
方
公

共
団
体
の
普
通
会
計
と
は
独
立
し
た
特

別
会
計
で
あ
り
、
し
か
も
、
装
置
産
業

ゆ
え
に
保
守
点
検
維
持
管
理
を
先
延
ば

し
さ
え
す
れ
ば
当
面
の
業
務
は
繰
り
延

べ
で
き
る
と
い
う
特
性
に
よ
り
市
町
村

長
の
一
般
部
局
よ
り
は
人
員
削
減
の
効

果
が
見
え
や
す
い
部
署
と
し
て
考
え
ら

れ
て
き
た
結
果
で
あ
る
と
思
う
。

総
務
省
の
公
務
員
定
員
管
理
統
計

（
平
成
�
年
３
月
）
の
数
値
か
ら
も
明

ら
か
で
あ
る
が
、
普
通
会
計
部
局
の
平

成
６
年
か
ら
平
成
�
年
ま
で
の
削
減
率

が
�
・
５
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
水

道
会
計
部
局
だ
け
に
着
目
す
る
と
�
・

５
％
の
削
減
率
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
あ
く
ま
で
も
全
国
平
均
の
値
で
あ

り
、
水
道
に
よ
っ
て
は
、
こ
の
間
の
削

減
率
が
７
割
を
上
回
る
と
こ
ろ
も
珍
し

く
な
い
。
こ
の
結
果
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
が
起
こ
っ
て
き
た
か
と
い
う
と
、
ま

ず
、
水
道
技
術
者
が
削
減
さ
れ
、
水
道

の
施
設
の
配
置
・
構
造
・
原
理
・
維
持

管
理
の
知
識
を
有
す
る
職
員
が
い
な
く

な
っ
て
き
た
。

水
道
創
設
期
に
活
躍
し
た
ベ
テ
ラ
ン

職
員
が
ほ
と
ん
ど
定
年
退
職
し
た
と
い

う
こ
と
も
大
き
い
。
そ
う
す
る
と
、
普

段
の
維
持
管
理
・
運
転
管
理
を
す
る
職

員
も
い
な
く
な
り
、
本
来
は
お
手
上
げ

の
は
ず
な
の
だ
が
、
外
見
上
は
「
経
費

削
減
」
と
言
い
つ
つ
包
括
委
託
・
長
期

委
託
に
突
き
進
ん
で
い
る
と
い
う
の
が

実
態
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
人
材
の
不
足

が
発
端
な
の
だ
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
、
ど
の
報
告
書
も
指
摘
が
な
い

し
、
あ
っ
て
も
問
題
視
し
て
い
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
人
材
の
不
足
は
包
括

委
託
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど
さ
ら
に
加
速

さ
れ
、
人
が
減
ら
さ
れ
る
と
い
う
悪
循

環
を
も
た
ら
す
。
そ
う
す
る
と
ど
う
な

る
か
、
次
の
包
括
発
注
の
時
に
、
そ
の

業
務
の
中
身
を
把
握
す
る
発
注
側
の
職

員
が
い
な
く
な
り
、
中
身
の
わ
か
ら
な

い
職
員
が
担
当
し
、
結
果
、
業
務
の
緊

急
度
や
重
要
性
を
斟
酌
す
る
こ
と
な
く

総
額
で
委
託
額
を
決
め
る
傾
向
が
強
く

な
る
。
ま
た
、
発
注
業
務
の
進
捗
を
監

視
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
人
材
も
い
な

く
な
る
。
つ
ま
り
、
人
材
不
足
に
よ
り

水
道
事
業
の
持
続
的
な
健
全
経
営
こ
そ

が
危
機
的
状
況
に
あ
る
と
い
う
認
識
が

欠
落
し
て
い
る
と
思
う
。
広
域
化
す
れ

ば
人
材
不
足
が
解
消
す
る
か
と
い
う

と
、
人
的
資
源
の
確
保
の
点
か
ら
は
そ

れ
は
別
問
題
で
あ
る
と
い
う
認
識
も
必

要
で
あ
る
。
人
材
を
確
保
し
て
こ
そ
、

事
業
の
継
続
が
可
能
と
な
る
。

も
う
１
つ
の
課
題
は
、
契
約
問
題
で

あ
る
。

現
在
、
発
注
主
体
が
地
方
公
共
団
体

で
あ
る
場
合
に
は
、
契
約
行
為
は
請
負

契
約
と
委
託
契
約
に
分
類
さ
れ
て
い

る
。
請
負
契
約
（
工
事
契
約
な
ど
成
果

品
を
伴
う
も
の
、
民
法
第
６
３
２
条
）

に
つ
い
て
は
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
予
防
の
た

め
に
最
低
制
限
価
格
な
ど
を
設
け
て
い

る
場
合
が
一
般
的
で
、
そ
の
価
格
を
下

回
っ
て
の
契
約
は
原
則
あ
り
え
な
い
。

し
か
し
、
委
託
契
約
（
役
務
提
供
な
ど

の
契
約
、
民
法
６
５
６
条
に
よ
る
「
準

委
任
」
相
当
）
に
つ
い
て
は
、
実
質
底

値
な
し
の
価
格
競
争
と
な
っ
て
お
り
、

価
格
が
低
け
れ
ば
受
託
で
き
る
環
境
と

な
っ
て
い
る
。
過
剰
な
競
争
の
結
果
、

適
正
価
格
と
大
き
く
か
い
離
し
た
委
託

契
約
が
発
生
す
る
こ
と
も
珍
し
く
な

い
。
下
限
が
な
い
こ
と
に
よ
り
、
発
注

者
側
も
安
け
れ
ば
よ
い
と
い
う
風
潮
が

当
た
り
前
と
な
っ
て
い
る
。
本
来
、
委

託
契
約
に
お
い
て
も
品
質
確
保
の
た
め

の
下
限
価
格
を
設
定
す
べ
き
だ
と
思

う
。さ

ら
に
、
契
約
期
間
の
問
題
が
あ

る
。
現
在
、
請
負
契
約
の
場
合
は
、
契

約
期
間
は
成
果
品
の
完
成
に
必
要
な
期

間
か
ら
設
定
さ
れ
る
の
で
明
確
で
あ

り
、
予
算
上
も
債
務
枠
と
し
て
あ
ら
か

じ
め
確
保
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、

委
託
契
約
に
つ
い
て
は
、
契
約
期
間
を

ど
の
程
度
に
設
定
す
る
か
に
つ
い
て
は

明
確
な
根
拠
が
な
い
状
態
で
あ
る
。

通
常
、
地
方
公
共
団
体
の
予
算
は
単

年
度
主
義
な
の
で
、
１
年
を
契
約
期
間

と
し
て
い
る
委
託
契
約
が
多
い
が
、
継

続
的
に
発
生
す
る
業
務（
た
と
え
ば
、庁

舎
清
掃
業
務
や
庁
舎
警
備
業
務
な
ど
）

に
つ
い
て
は
、
条
例
で
定
め
る
こ
と
に

よ
り
３
年
程
度
を
目
安
と
し
て
い
る
場

合
が
多
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
３
年
の

根
拠
は
な
く
、
債
務
負
担
で
予
算
を
確

保
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
の
で
、
そ

の
根
本
理
由
は
先
例
に
よ
る
と
い
う
も

の
だ
け
の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
複
数
の
業
務
を
一
括
し
て

発
注
す
る
包
括
委
託
業
務
は
３
年
な
い

し
５
年
契
約
が
多
い
が
、
こ
れ
も
、
そ

の
根
拠
は
、
担
当
者
の
記
憶
が
薄
れ
な

い
範
囲
を
根
拠
に
し
て
い
る
と
し
か
思

え
な
い
。

こ
の
結
果
、
３
年
や
５
年
の
受
託
期

間
で
、
し
か
も
次
期
の
業
務
受
託
の
保

証
が
な
い
中
で
は
、
新
規
に
社
員
を
採

用
す
る
余
裕
は
な
く
、
ま
し
て
や
人
材

育
成
に
費
用
を
投
じ
る
こ
と
も
で
き
か

ね
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
本
来

は
、
運
転
維
持
管
理
業
務
に
つ
い
て
も

適
正
な
利
益
を
確
保
し
つ
つ
次
期
契
約

受
託
の
見
通
し
の
あ
る
契
約
形
態
が
望

ま
し
い
と
考
え
る
。

現
時
点
で
は
、
水
道
事
業
の
官
民
連

携
会
社
で
は
東
京
水
道
サ
ー
ビ
ス
㈱
と

㈱
水
み
ら
い
広
島
の
み
が
独
自
に
新
規

採
用
社
員
を
増
や
し
て
い
る
と
聞
い
て

い
る
が
、
こ
の
理
由
を
分
析
す
れ
ば
、

契
約
に
お
け
る
課
題
も
お
の
ず
と
明
ら

か
に
な
っ
て
く
る
。
ヒ
ン
ト
は
「
善
玉

随
契
」
と
「
公
募
＋
指
名
」
の
明
文
化

に
あ
る
と
推
測
す
る
。

（
元
大
阪
広
域
水
道
企
業
団
副
理
事

堀
真
佐
司
）

「
都
市
・
水
イ
ン
フ
ラ
の

将
来
を
考
え
る
会
」
の
第
４

回
勉
強
会
が
�
日
、
東
京
・

本
郷
の
東
京
大
学
工
学
部
内

の
講
義
室
で
開
催
さ
れ
た
。

考
え
る
会
は
、
古
米
弘
明
・

東
大
教
授
ら
東
大
都
市
工
学

専
攻
関
係
者
を
中
心
に
、
衛

生
工
学
を
主
た
る
専
門
領
域

と
す
る
水
分
野
関
係
者
が

「
異
分
野
か
ら
学
ぶ
」（
古
米

教
授
）
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
昨
秋
か
ら
１
年
間
に
６
回

の
予
定
で
勉
強
会
を
開
い
て

い
る
。
第
４
回
目
と
な
る
今

回
は
、
宇
都
正
哲
・
東
京
都

市
大
学
教
授
が
、『
日
本
企

業
の
水
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
に
お

け
る
課
題
と
今
後
の
展
望
』

の
テ
ー
マ
で
講
演
し
た
。

宇
都
教
授
は
、

日
本
に

お
け
る

水
ビ
ジ
ネ
ス

の

課
題
と
対
応
の
ポ
イ
ン
ト


海
外

水
ビ
ジ
ネ
ス

の
市

場
特
性
と
進
出
戦
略
・
課
題

―
に
つ
い
て
、
か
つ
て
の
野

村
総
研
在
籍
時
代
の
水
ビ
ジ

ネ
ス
を
主
テ
ー
マ
と
す
る
リ

サ
ー
チ
活
動
で
得
ら
れ
た
豊

富
な
情
報
を
踏
ま
え
て
持
論

を
展
開
し
た
。

国
内
水
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
、

コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
可
否
に

つ
い
て
は「
ノ
ー
」と
明
言
。

そ
の
根
拠
と
し
て
「
市
場
規

模
、
つ
ま
り
収
入
が
少
な
い

こ
と
」
を
挙
げ
る
と
と
も

に
、「
日
本
は
水
道
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
市
場
は
世
界
３
位
・

６
兆
円
だ
が
、
そ
れ
は
民
間

に
ほ
と
ん
ど

開
放
さ
れ
て

い
な
い
。
国

内
と
並
行
し

て
海
外
市
場
を
見
る
べ
き
だ

が
、
海
外
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
成

功
に
は
自
国
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

ノ
ウ
ハ
ウ
蓄
積
が
不
可
欠
と

い
う
ジ
レ
ン
マ
が
あ
る
」
と

指
摘
し
た
。

続
い
て
、
海
外
事
情
に
つ

い
て
は
、「
水
ビ
ジ
ネ
ス
は

世
界
中
に
存
在
す
る
が
、
少

数
の
国
で
市
場
の
大
半
を
占

め
て
い
る
。
ト
ッ
プ
�
で
全

体
の
シ
ェ
ア
の
３
分
の
２
と

か
な
り
偏
在
す
る
マ
ー
ケ
ッ

ト
」
と
図
示
し
つ
つ
説
明

し
、「
経
済
急
成
長
の
期
待

が
高
い
所
は
途
上
国
が
多
く

リ
ス
ク
が
大
き
い
。
さ
ら

に
、
市
場
が
大
き
く
て
も
民

営
化
率
が
低
い
と
期
待
で
き

な
い
。
一
定
の
規
模
と
民
営

化
率
か
ら
抽
出
す
る
と
欧
州

の
ほ
か
に
は
中
南
米
諸
国
が

考
え
ら
れ
る
。
結
局
、
ミ
ド

ル
リ
ス
ク
・
ハ
イ
リ
タ
ー
ン

領
域
で
の
事

業
展
開
が
ベ

タ
ー
」
と
の

見
解
を
示
し

た
。さ
ら
に
、

具
体
的
な
ビ

ジ
ネ
ス
の
イ

メ
ー
ジ
と
し

て
「
求
め
ら

れ
る
主
な
対

策
は
、
メ
ー

タ
取
り
付
け

や
更
新
、
盗

水
対
策
な

ど
。
シ
ス
テ
ム
や
制
御
技
術

を
導
入
す
る
と
逆
に
経
営
を

圧
迫
し
て
し
ま
う
」
と
無
収

水
対
策
な
ど
ベ
ー
シ
ッ
ク
な

ビ
ジ
ネ
ス
を
重
視
す
る
方
向

性
を
示
唆
し
た
。
日
本
企
業

の
課
題
と
し
て
は
、「
頭
と

お
尻
、
す
な
わ
ち
、
戦
略
的

な
案
件
開
発
と
投
資
の
回
収

の
力
が
足
り
な
い
」
と
し

た
。

最
後
に
、
余
談
と
前
置
き

し
つ
つ
「
水
ビ
ジ
ネ
ス
の
本

質
論
」
に
言
及
。
水
輸
送
な

ど
の
水
資
源
ビ
ジ
ネ
ス
や
農

業
ビ
ジ
ネ
ス
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
示
し
た
上
で
、「
水
に

関
わ
る
技
術
・
ビ
ジ
ネ
ス
の

裾
野
は
も
っ
と
広
い
は
ず
」

と
海
外
水
ビ
ジ
ネ
ス
に
幅
広

な
視
点
で
臨
む
必
要
性
を
強

調
し
た
。

元
東
京
都

水
道
局
長

小
松
秀
雄
氏

を
偲
ぶ

今
年
１
月
に
亡
く
な
っ
た

元
東
京
都
水
道
局
長
の
小
松

秀
雄
氏
を
「
偲
ぶ
会
」
が
８

日
、
東
京
・
西
新
宿
の
ヒ
ル

ト
ン
東
京
で
約
１
６
０
人
の

出
席
の
下
、
開
か
れ
た
。

小
松
氏
は
、
東
京
都
水
道

局
主
計
課
長
時
代
の
料
金
改

定
な
ど
東
京
水
道
の
財
務
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
活

躍
。
平
成
元
年
か
ら
局
長
を

２
年
務
め
た
後
も
、
水
道
総

合
サ
ー
ビ
ス
（
現
・
東
京
水

道
サ
ー
ビ
ス
）
社
長
な
ど
の

要
職
を
務
め
、
水
道
界
で
活

躍
し
た
。

「
偲
ぶ
会
」で
は
、
ま
ず
、

代
表
発
起
人
の
菊
田
精
・
元

東
京
都
水
道
局
長
が
あ
い
さ

つ
に
立
ち
、「
東
京
水
道
の

経
営
改
善
は
も
と
よ
り
、
日

本
の
水
道
の
財
政
問
題
へ
の

貢
献
も
顕
著
」
と
故
人
を
讃

え
た
。
松
丸
俊
之
・
同
局
総

務
部
長
に
よ
る
故
人
の
略
歴

紹
介
、
増
子
敦
・
東
京
水
道

サ
ー
ビ
ス
社
長
の
音
頭
に
よ

る
献
杯
を
経
て
、
小
松
氏
と

交
流
の
深
か
っ
た
同
局
元
幹

部
が
相
次
い
で
登
壇
、「
強

烈
な
個
性
と
ス
ト
レ
ー
ト
な

発
言
が
特
に
印
象
深
い
が
、

主
計
課
長
時
代
の
２
度
の
料

金
改
定
は
ひ
た
む
き
な
努
力

が
結
実
し
た
も
の
」（
川
北

和
德
・
元
局
長
）、「
誰
に
も

臆
す
る
こ
と
の
な
い
真
の
勇

者
」（
齋
藤
博
康
・
元
多
摩

水
道
対
策
本
部
長
）、「
料
金

改
定
で
新
規
水
源
開
発
基
金

を
打
ち
出
し
た
の
は
小
松
氏

の
卓
越
し
た
ア
イ
デ
ア
の
賜

物
」（
赤
川
正
和
・
元
局
長
）

―
と
氏
へ
の
思
い
を
口
に
し

た
。こ

の
後
、
中
嶋
正
宏
・
局

長
に
よ
る
参
加
者
へ
の
謝
意

を
示
し
た
あ
い
さ
つ
ま
で
、

会
場
は
出
席
者
に
よ
る
小
松

氏
の
思
い
出
話
に
花
が
咲
い

て
い
た
。

東
京
大
学

名
誉
教
授

德
平

淳
氏

を
偲
ぶ

今
年
２
月
に
逝
去
し
た
德

平
淳
・
東
大
名
誉
教
授
を

「
偲
ぶ
会
」
が
�
日
、
東
京

・
神
田
の
学
士
会
館
で
約
�

人
を
集
め
て
開
催
さ
れ
た
。

德
平
名
誉
教
授
は
、
昭
和

	
年
（
１
９
５
０
年
）
、
東

京
帝
国
大
学
大
学
院
（
土
木

工
学
）
前
期
修
了
後
に
工
学

部
土
木
工
学
科
の
講
師
に
就

き
、


年
９
月
に
は
助
教
授

に
昇
任
。
�
年
に
発
足
し
た

同
大
学
都
市
工
学
科
黎
明
期

に
主
要
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
活

躍
。
�
年
に
は
教
授
に
就

任
。

年
の
同
大
学
退
官
後

は
東
海
大
学
教
授
と
な
り
、

平
成
７
年
ま
で
同
大
学
で
教

鞭
を
執
っ
た
。

大
垣
眞
一
郎
・
水
道
技
術

研
究
セ
ン
タ
ー
理
事
長
が
司

会
を
務
め
た
「
偲
ぶ
会
」
で

は
、
東
大
・
東
海
大
そ
れ
ぞ

れ
の
発
起
人
を
代
表
し
て
、

松
尾
友
矩
・
東
大
名
誉
教

授
、
茂
庭
竹
生
・
東
海
大
名

誉
教
授
が
あ
い
さ
つ
。「
学

生
時
代
は
毎
年
お
正
月
に
先

生
の
お
宅
に
大
勢
で
お
邪
魔

し
た
」（
松
尾
氏
）、「
東
海

大
着
任
時
は
体
調
を
崩
さ
れ

て
い
た
が
、
ゴ
ル
フ
を
お
誘

い
し
た
ら
み
る
み
る
元
気
に

な
ら
れ
た
」（
茂
庭
氏
）
―

と
故
人
と
の
逸
話
を
披
露
し

た
。さ

ら
に
、「
何
も
お
っ
し

ゃ
ら
ず
に
好
き
勝
手
に
や
ら

し
て
く
れ
た
有
難
い
先
生
」

（
森
田
豊
治
・
イ
ー
・
ジ
ー

・
エ
ス
代
表
取
締
役
）、「
活

気
の
あ
る
連
帯
意
識
の
強
い

研
究
室
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き

た
。
下
水
道
は
そ
ん
な
に

難
し
い
も
の
で
は
な
く
、
常

識
が
あ
れ
ば
で
き
る

と
い

う
先
生
の
言
葉
は
自
分
も
受

け
継
い
で
使
っ
て
い
る
」

（
藤
田
昌
一
・
東
京
設
計
事

務
所
技
術
相
談
室
長
）
と
い

っ
た
思
い
出
話
に
続
い
て

は
、「
卒
論
指
導
教
官
が
德

平
先
生
で
、
提
出
日
の
夜
に

ご
自
宅
ま
で
行
っ
て
提
出
し

た
」
と
の
裏
話
を
明
か
し
た

藤
田
賢
二
・
東
大
名
誉
教
授

が
献
杯
の
音
頭
を
取
り
、
懇

談
へ
。
最
後
に
、
故
人
の
遺

族
か
ら
の
謝
辞
を
経
て
閉
会

と
な
っ
た
。

避
難
所
ト
イ
レ
を
議
論

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催

蕨
市
災
害
時
ト
イ
レ
＆
下

水
道
を
考
え
る
会
は
４
月
	

日
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
避

難
所
の
ト
イ
レ
を
考
え
る
」

を
蕨
市
立
文
化
ホ
ー
ル
く
る

る
で
開
い
た
。
日
本
ト
イ
レ

研
究
所
が

打
ち
出
す

「
防
災
ト

イ
レ
計
画

（
Ｄ
―
Ｔ

Ｏ
Ｐ
）」を

参
考
に
、

避
難
場
所

ト
イ
レ
の

課
題
に
つ

い
て
話
題

提
供
し
、

参
加
者
に

当
事
者
意

識
を
持
っ

て
避
難
所
に
つ
い
て
考
え
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し

た
。
町
内
会
会
員
、
マ
ン
シ

ョ
ン
の
管
理
組
合
員
、
Ｊ
Ｒ

蕨
駅
長
ら
約
�
人
が
集
ま
っ

た
。菊

地
正
浩
・
同
会
代
表
が

災
害
時
の
下
水
道
機
能
、
避

難
所
の
衛
生
管
理
や
役
割
分

担
、
避
難
所
生
活
中
の
防
犯

対
策
、
必
要
な
備
蓄
品
な
ど

様
々
な
問
題
点
を
挙
げ
た

後
、
参
加
者
と
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
参
加
者

か
ら
は
「
避
難
所
は
東
京
な

ど
で
働
い
て
い
る
人
た
ち
が

帰
っ
て
き
て
初
め
て
機
能
し

始
め
る
。
帰
っ
て
く
る
ま

で
、
高
齢
者
な
ど
の
市
民
を

守
る
た
め
活
躍
す
る
の
は
中

学
生
や
高
校
生
。
青
少
年
に

リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て
も
ら
う

た
め
の
働
き
か
け
が
必
要
で

は
な
い
か
」
な
ど
と
発
言
が

あ
り
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ

た
。
菊
地
代
表
は
緊
急
時
の

対
応
に
つ
い
て
「
事
前
に
訓

練
を
す
る
こ
と
が
非
常
に
重

要
」
と
災
害
対
策
に
関
す
る

意
識
を
高
め
る
た
め
に
強
く

呼
び
か
け
た
。

新
興
国
向
け
水
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
を

（
公
財
）
新
産
業
創
造
機

構
（
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
）
及
び
先
端

膜
工
学
セ
ン
タ
ー
主
催
に
よ

る
「
第
２
回
新
興
国
向
け
水

環
境
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
セ
ミ
ナ

ー
～
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
中
心

と
し
た
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け

る
水
イ
ン
フ
ラ
へ
の
取
組
み

～
」
が
さ
き
ご
ろ
、
神
戸
市

の
兵
庫
県
学
校
厚
生
会
館
大

会
議
室
に
関
西
地
区
の
水
関

係
者
な
ど
約
�
人
を
集
め
て

開
催
さ
れ
、
ユ
ニ
ア
テ
ィ
・

ゼ
ビ
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和

国
バ
ン
ド
ン
工
科
大
学
教
授

ら
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ

た
。講

演
に
立
っ
た
ユ
ニ
ア
テ

ィ
・
ゼ
ビ
教
授
は
「
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
水
問
題
の
現
状
と

将
来
展
望
」
と
題
し
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
飲
料
水
事
情
に

つ
い
て
「
２
０
１
７
年
現
在

�
・
４
％
し
か
安
全
な
水
に

ア
ク
セ
ス
で
き
て
い
な
い
。

う
ち
パ
イ
プ
輸
送
の
水
は
�

数
％
で
あ
る
。
未
だ
に
７
２

０
０
万
人
余
の
国
民
が
安
全

な
水
に
ア
ク
セ
ス
で
き
て
い

な
い
」
な
ど
と
説
明
、「
国

の
中
期
開
発
計
画
で
は
、
２

０
１
９
年
ま
で
に
１
０
０
％

の
国
民
が
安
全
な
飲
料
水
に

ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
を
目
標
に
様
々
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
」
な

ど
と
語
っ
た
。

根
岸
信
彰
・
産
業
技
術
総

合
研
究
所
環
境
管
理
研
究
部

門
上
級
主
任
研
究
員
は
「
光

触
媒
に
よ
る
飲
料
水
の
浄

化
」
を
テ
ー
マ
に
、
光
触
媒

の
概
要
、
得
意
と
す
る
反
応

（
有
機
物
の
酸
化
分
解
）、
研

究
の
経
過
、応
用
の
分
野（
大

気
浄
化
、
水
質
浄
化
、
超
親

水
性
、
抗
菌
、
防
汚
）、
大

気
浄
化
用
実
証
例
、
水
処
理

の
分
野
に
向
け
た
実
証
例
と

そ
の
シ
ス
テ
ム
が
消
滅
し
た

背
景
、
光
触
媒
で
水
処
理
を

行
う
場
合
の
妥
当
な
タ
ー
ゲ

ッ
ト
（
途
上
国
イ
ン
フ
ラ
未

整
備
地
域
の
飲
料
水
浄
化
）、

産
総
研
で
の
そ
う
し
た
技
術

開
発
の
取
り
組
み
、
タ
イ
、

ベ
ト
ナ
ム
で
の
現
地
調
査
の

状
況
な
ど
を
紹
介
し
た
。

根
岸
研
究
員
は
「
現
地
調

査
で
飲
料
水
の
細
菌
に
よ
る

汚
染
レ
ベ
ル
は
高
い
こ
と
が

判
明
し
た
が
、
光
触
媒
で
処

理
可
能
な
レ
ベ
ル
で
あ
る
。

一
方
、
天
然
水
に
含
ま
れ
る

ミ
ネ
ラ
ル
成
分
の
う
ち
光
触

媒
能
を
阻
害
す
る
成
分
は
わ

ず
か
２
種
類
で
あ
る
こ
と
を

発
見
し
た
。
こ
の
２
つ
の
物

質
を
含
む
こ
と
を
前
提
と
し

た
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
必
要

で
あ
る
が
、
現
地
調
査
の
結

果
そ
れ
は
可
能
で
あ
る
と
の

予
測
が
た
っ
た
。
こ
の
成
果

を
基
に
途
上
国
に
お
け
る
飲

料
水
の
太
陽
光
浄
化
を
可
能

と
す
る
光
触
媒
ソ
ー
ラ
ー
シ

ス
テ
ム
の
開
発
が
進
む
も
の

と
期
待
さ
れ
る
」
と
結
ん

だ
。

日
本
オ
ゾ
ン
協
会
は
、
８

月


日
に
大
阪
で
、
９
月
３

日
に
東
京
で
開
催
す
る
「
オ

ゾ
ン
安
全
管
理
士
講
習
会
」

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い

る
。
オ
ゾ
ン
発
生
装
置
規
格

認
定
登
録
に
あ
た
っ
て
受
講

が
必
要
と
な
っ
て
お
り
、
オ

ゾ
ン
に
関
す
る
基
礎
的
知
識

や
取
り
扱
い
方
法
を
習
得

し
、
実
習
な
ど
を
行
う
。
今

回
の
実
習
は
オ
ゾ
ン
に
よ
る

脱
色
実
験
と
な
っ
て
い
る
。

【
大
阪
会
場
】

▽
開
催
日
時：

８
月


日

�
時
�
分
～
�
時
�
分
▽
場

所：

大
阪
市
立
青
少
年
セ
ン

タ
ー
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｚ
Ａ

講
義
室
５
０
５
▽
募
集
人

数：

�
人
▽
申
し
込
み
期

限：

８
月
�
日
必
着

【
東
京
会
場
】

▽
開
催
日
時：

９
月
３
日

�
時
～
�
時
▽
場
所：

タ
ワ

ー
ホ
ー
ル
船
堀
４
階
研
修
室

▽
募
集
人
数：

�
人
▽
申
し

込
み
期
限：

８
月
�
日
必
着

参
加
費
は
、
新
規
が
１
万

３
０
０
０
円
、
更
新
が
９
０

０
０
円
（
会
員
は
い
ず
れ
も

１
０
０
０
円
引
き
）。
申
し

込
み
は
、
同
協
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
参
加
申
込
書
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
メ
ー
ル
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
送
付
す
る
。

日
本
の
近
代
上
下
水
道
の

父
と
呼
ば
れ
る
Ｗ
・
Ｋ
・
バ

ル
ト
ン
に
様
々
な
角
度
か
ら

ア
プ
ロ
ー
チ
し
よ
う
と
設
立

さ
れ
た「
バ
ル
ト
ン
研
究
会
」

の
第
１
回
定
例
会
が
さ
き
ご

ろ
、
都
内
で
開
か
れ
た＝

写

真
。「
様
々
な
分
野
か
ら
研

究
し
て
い
る
人
が
お
り
、
本

当
の
実
情
を
理
解
し
よ
う
と

す
れ
ば
学
際
的
な
研
究
が
必

要
だ
」（
稲
場
紀
久
雄
・
大

阪
経
済
大
学
名
誉
教
授
）と
、

建
築
や
写
真
の
分
野
で
も
活

躍
し
た
バ
ル
ト
ン
に
想
い
を

巡
ら
せ
た
。

今
回
は
、
バ
ル
ト
ン
が
設

計
し
て
明
治
�
年
に
竣
工

し
、「
凌
雲
閣
」
と
呼
ば
れ

た
眺
望
塔
「
浅
草
十
二
階
」

が
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
ら
れ

た
。
江
戸
川
乱
歩
が
昭
和
４

年
に
発
表
し
た
「
押
絵
と
旅

す
る
男
」
が
浅
草
十
二
階
を

主
な
舞
台
と
し
て
い
る
こ
と

に
絡
め
、
江
戸
川
乱
歩
の
研

究
者
で
立
教
大
学
大
衆
文
化

研
究
セ
ン
タ
ー
助
教
の
丹
羽

み
さ
と
氏
を
講
師
に
、
乱
歩

が
好
ん
だ
浅
草
と
バ
ル
ト
ン

の
関
係
な
ど
を
考
察
し
た
。

水水
事事
業業
のの
新新
たた
なな
展展
開開
とと
はは

塩路氏、坂本氏らが講演

関西水関係者１６０人が参集

都都
市市
・・
水水
イイ
ンン
フフ
ララ
のの
将将
来来
をを
考考
ええ
るる
会会

幅
広
な
視
点
で
の
戦
略
が

第
４
回
勉
強
会

水
ビ
ジ
ネ
ス
の
今
後
さ
ぐ
る

水道の広域化と官民連携の動きに隠れた課題

包
括
委
託
の
真
の
理
由
は
人
材
不
足

委
託
契
約
に
も
下
限
価
格
の
設
定
を

財務の専門家…故人に思い馳せ…学の重鎮

多様なテーマの講演で盛況だった講演会

菊田氏

川北氏

齋藤氏

中嶋局長

赤川氏

津野会長

坂本会長

松尾氏

藤田（昌）氏

大下准教授

水ビジネスの豊富な情報が披露された第４回勉強会

茂庭氏

森田氏

藤原教授

献
杯
の
音
頭
の
際
に
裏
話
を
披
露
し

た
藤
田
（
賢
）
氏

古米教授

増
子
社
長
の
音
頭
で
献
杯

塩路専務

宇都教授

様々な発言があったワークショップ

水
環
境
創
造
機
構

ＮＩＲＯら

ゼビ教授根岸研究員
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